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はじめにはじめにはじめにはじめに

日本固有の淡水産カメ類であるニホンイシガメ（以下，イシガメ）では，国内における生息調査から数の

減少が懸念されている．しかし，この種の研究報告は少なく，繁殖生態など不明な点が多いことから，保

全対策が困難な状況にある．そこでイシガメについて知見を得るため，この種の性決定様式，個体群性比，

および発生について研究した(Okada et al 2010；2011a；2011b)．ここではその内容を邦文で紹介したい．

ニホンイシガメニホンイシガメニホンイシガメニホンイシガメのののの温度依存的性決定温度依存的性決定温度依存的性決定温度依存的性決定

カメ類には，遺伝的に性決定する種と孵卵時に曝露される温度により性決定する種の両方が存在する．

日本のカメ類では，前者にスッポン（Choo and Chou, 1992），後者にクサガメ（Ishihara, 1989）が知られ

ているが，他種の性決定様式は不明であった．イシガメの性決定様式を調べるため，飼育するイシガメの

卵を産卵直後に採取し，22-32℃の各温度に設定された孵卵器で孵化させ，性判別した．その結果，胚は

低温（28℃以下）でオス，高温（30℃以上）でメスに分化し，イシガメは温度依存的に性決定する種である

ことがわかった（図1）．また，性比（オス：メス）が1：1となる温度（臨界温度）は28.8℃と算出された．

図1．ニホンイシガメの孵卵温度

と性比の関係．ロジスティック曲

線は算出された性比の理論値，

波線は臨界温度，陰部分は温度

移行域95（オスが95%生じる温度

とメスが95%生じる温度の間の範

囲）を示す．○は性比の観測値，

数値は胚および孵化幼体の数を

示す．Okada et al.（2010）より一

部改変．
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ニホンイシガメニホンイシガメニホンイシガメニホンイシガメのののの個体群性比個体群性比個体群性比個体群性比

愛知県豊田市には淡水産カメ類の生息域となる溜池が多く存在するが，建物や道路で生息域が分断さ

れ，溜池間のカメ類の移動はほとんど見られない．これらのうち，イシガメが多く生息する溜池で個体群の

性比を調査したところ，オスの多い溜池とメスの多い溜池の両方が存在した．オスの多い溜池の周囲には

林が多く，メスの多い溜池は開けた場所に位置するという特徴が見られた（図2）．イシガメが温度依存的

に性決定されることから，周囲に林が多く，産卵場所が低温となる溜池ではオスが多く生じ，周囲が開け，

産卵場所が高温となる溜池ではメスが多く生じ，個体群間で性比が異なったと考えられる．

ニホンイシガメニホンイシガメニホンイシガメニホンイシガメのののの発生発生発生発生とととと温度感受期温度感受期温度感受期温度感受期

イシガメの性決定期（温度感受期）を推定するため，イシガメの発生段階表を作成し，胚の生殖巣を観察

した．まず，胚の外部形態より発生ステージをステージ0-26に分けた．次に，他種で性分化が起こるス

テージ15-25の胚の生殖巣組織切片を観察し，形態的性差が現われる（温度感受期が始まっている）ス

テージと精巣および卵巣の特徴が顕著になる（温度感受期が終了している）ステージを確認した．その結

果，イシガメの温度感受期はステージ18よりも早いステージからステージ22の間にあると推定された．この

ステージは，孵卵温度26℃で26-41日目，30℃で18-28日目である（図3）．推定された温度感受期を確認

するためには，ステージにより孵卵温度を変える実験が必要である．

図2．ニホンイシガメの個体群の性比と林面積率（ニホンイシガメの産卵場所となる溜池周囲が林に覆われている程度を示す環境

指標）の関係．実線は性比の平均値（49.0%）および林面積率の平均値（49.6%）を示す．林面積率＝岸線から10m以内の樹木に

覆われた領域の面積／岸線から10m以内の帯状の領域の面積×100（%）．Okada et  a l .（2011a）より一部改変．
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最後最後最後最後にににに

生物の通常の性比は1：1であり（Fisher, 1930），溜池間で移動可能な環境に生息するイシガメの性比は

1：1であったと報告されている（Yabe, 1989）．今回調査した溜池のように，産卵場所を自由に選択できず，

片方の性が多く生じる生息環境では，イシガメの個体群が衰退する可能性がある．温度依存的に性決定

されるイシガメを保全するためには，多様な孵卵温度の得られる生息環境が必要と考えられる．

図 3 ． 発 生 ス テ ー ジ と 孵 卵 時 間 の 関 係 ． ● は 孵 卵 温 度 2 6 ℃ ， ○ は 3 0 ℃ を 示 す ． O k a d a  e t  a l . （ 2 0 1 1 b ） よ り

一部改変．
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